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次
の
二
つ
が
隠
れ
た
増
税

の
焦
点
で
あ
る
。

イ
）
給
与
所
得
に
は
給
与
所

得
控
除
と
い
う
必
要
経
費
が

認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
を
大
幅

に
削
減
す
る
こ
と
。

ロ
）
公
的
年
金
に
は
公
的
年

金
控
除
と
い
う
控
除
額
が
認

め
ら
れ
て
い
る
が
こ
れ
も
大

幅
に
削
減
す
る
こ
と
。

　

現
在
の
法
人
税
の
実
効
税

率
（
国
税
と
地
方
税
を
合
わ

せ
た
税
率
）
は
34
・
62
％
で

あ
る
。
こ
れ
を
２
０
１
５

（
平
成
27
）
年
度
に
は
32
・

11
％
に
引
き
下
げ
、
以
後
数

年
で
、
法
人
税
実
効
税
率
を

20
％
台
ま
で
引
き
下
げ
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
20
％

台
と
い
う
ぼ
や
か
し
た
表
現

を
使
っ
て
い
る
が
、
法
人
税

実
効
税
率
が
20
％
に
な
れ
ば

42
％
も
の
巨
額
の
税
収
減
で

あ
る
。
税
収
が
不
足
し
て
い

る
と
言
っ
て
は
、
消
費
税
を

増
税
し
、
福
祉
予
算
を
大
幅

に
削
減
し
て
い
る
で
は
な
い

か
。

　

現
在
中
小
法
人
（
資
本
金

１
億
円
以
下
）
の
数
は
全
法

人
の
法
人
数
の
99
％
を
占
め

て
お
り
、
そ
の
う
ち
７
割
が

赤
字
で
あ
る
。
法
人
税
実
効

税
率
の
引
き
下
げ
の
恩
恵
が

及
ぶ
こ
と
は
少
な
い
。

　

一
方
「
制
度
改
正
を
通
じ

た
課
税
ベ
ー
ス
の
拡
大
等
に

よ
り
、
恒
久
財
源
を
し
っ
か

り
と
確
保
す
る
」
と
し
っ
か

り
と
書
い
て
あ
る
。

　

昨
年
４
月
の
消
費
税
率
の

５
％
か
ら
８
％
へ
の
引
き
上

げ
は
、
国
民
生
活
と
景
気
に

甚
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し

た
。
今
日
現
在
で
も
そ
の
打

撃
か
ら
立
ち
直
っ
て
い
な

い
。
そ
の
消
費
税
率
を
２
０

１
７
（
平
成
29
）
年
４
月
に

10
％
に
引
き
上
げ
る
と
い

う
。
し
か
も
景
気
条
項
を
外

し
て
確
実
に
実
行
す
る
と
し

を
通
じ
た
課
税
ベ
ー
ス
の
拡

大
等
に
よ
り
、
恒
久
財
源
を

し
っ
か
り
と
確
保
す
る
」
の

　

昨
年
12
月
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
は

そ
れ
ま
で
固
執
し
て
い
た
ト

リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
理
論
（「
富

め
る
も
の
が
富
め
ば
、
貧
し

い
も
の
に
も
自
然
に
富
が
し

た
た
り
落
ち
る
（
ト
リ
ク
ル

ダ
ウ
ン
）」
と
す
る
経
済
理

論
」）
を
捨
て
去
っ
た
こ
と

を
表
明
し
た
。

　

そ
の
主
た
る
論
点
は
３
点

で
あ
る
（
表
参
照
）。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
い
え
ば
西
側

先
進
諸
国
の
い
わ
ば
総
本
山

で
あ
る
。
総
本
山
が
宗
旨
替

え
を
し
た
と
解
釈
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
。
こ
と
は
そ
ん
な

に
単
純
で
は
な
い
。

１
）
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
２
０
１
４

年
４
月
の
報
告
「OECD 

Better Policies

」
の
中

で
、
日
本
に
対
し
て

・
複
数
税
率
に
伴
わ
れ
る
歪

み
と
不
十
分
な
タ
ー
ゲ
テ
ィ

ン
グ
を
避
け
る
た
め
に
単
一

税
率
を
維
持
す
る
と
と
も

に
、
２
０
１
５
年
に
消
費
税

率
を
計
画
通
り
に
10
％
に
引

き
上
げ
る
。

・
政
府
の
歳
入
を
増
や
す
た

め
に
主
に
消
費
税
や
環
境
税

な
ど
の
間
接
税
に
頼
る
と
と

も
に
所
得
税
の
課
税
ベ
ー
ス

を
広
げ
る
。

　

と
い
う
意
見
を
の
べ
て
い

る
。

２
）「
日
本
の
消
費
税
、
15

％
必
要
」「
法
人
税
適
切
に

下
げ
て
」
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
事
務
総

長
（
２
０
１
４
年
４
月
８
日

　

日
経
朝
刊　

電
子
版
）

　

し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
ト
リ

ク
ル
ダ
ウ
ン
と
決
別
し
た
の

は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
文
章
の
中
で
、
不
十
分

な
教
育
の
経
済
成
長
へ
の
悪

影
響
に
つ
い
て
の
反
省
は
痛

切
で
あ
る
。

　

中
国
の
興
隆
は
ア
メ
リ
カ

と
並
び
追
い
越
す
勢
い
で
あ

る
。
社
会
主
義
の
時
代
の
中

国
は
貧
し
い
な
が
も
国
民
に

対
す
る
教
育
は
怠
り
な
か
っ

た
。
今
の
ア
メ
リ
カ
の
国
内

の
格
差
拡
大
は
極
ま
っ
て
い

る
。
国
内
産
業
に
は
見
る
べ

き
も
の
は
な
い
。
今
や
軍
事

と
金
融
だ
け
の
国
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
か
つ
て
の
世
界

帝
国
ス
ペ
イ
ン
は
今
の
ア
メ

リ
カ
と
同
じ
く
、
国
内
産
業

に
関
心
を
払
わ
ず
軍
事
と
金

融
だ
け
の
国
だ
っ
た
。（
堀

田
善
衛「
ゴ
ヤ
」）
そ
し
て
世

界
帝
国
の
地
位
を
イ
ギ
リ
ス

に
明
け
渡
し
て
し
ま
っ
た
。

　

今
回
の
２
０
１
５
年
度
税

制
改
革
大
綱
は
、
安
倍
首
相

の
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
政
策
を

色
濃
く
反
映
し
た
も
の
で
あ

る
。
法
人
税
の
実
効
税
率
を

20
％
台
に
引
き
下
げ
る
。
消

費
税
の
10
％
へ
の
増
税
を
確

実
に
行
う
、
な
ど
の
方
針
は

一
方
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
勧
告
に

従
っ
た
も
の
で
あ
る
と
同
時

に
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
決
別
し
た

ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
の
政
策
そ

の
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
の

ス
ペ
イ
ン
、
今
の
ア
メ
リ
カ

の
轍
を
踏
む
亡
国
の
政
策

だ
。

【
参
考
資
料
】

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
雇
用
労
働
社
会

政
策
局
「
格
差
と
成
長
」
２

０
１
４
年
12
月http://

moriyama-law.cocolog-
nifty.com/machiben/fi les/
OECDFocus-Inequality-
and-Growth-JPN-2014.pdf

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
と
、
所

得
格
差
は
経
済
成
長
を
損
な

う　

２
０
１
４
年
12
月
９
日

　

http://www.oecd.org/
tokyo/new

sroom
/

inequality-hurts-
econom

ic-grow
th-

japanese-version.htm

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
「Better 

Policies

」
シ
リ
ー
ズ 

日
本 

　

www.oecd.org/about/
publishing/2014.04_
JAPAN_JP.pdf

　

現
在
、
大
法
人
（
資
本
金

１
億
円
超
の
法
人
）
に
は
、

地
方
税
で
あ
る
事
業
税
の
外

形
標
準
課
税
と
い
う
税
が
課

さ
れ
て
い
る
。
外
形
標
準
課

税
の
性
質
は
消
費
税
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
。
い
わ
ば
消
費

て
い
る
。

　

法
人
税
と
消
費
税
と
の
違

い
に
つ
い
て
一
言
触
れ
た

い
。
法
人
税
は
利
益
に
対
し

て
か
け
る
税
金
で
あ
る
。
消

費
税
は
利
益
と
は
関
係
な
し

に
か
か
っ
て
く
る
税
金
だ
。

現
在
多
く
の
中
小
企
業
は
赤

字
な
の
で
法
人
税
は
払
っ
て

い
な
い
が
消
費
税
は
確
実
に

払
わ
さ
れ
て
い
る
。

言
葉
ど
お
り
、
数
年
の
う
ち

に
実
行
し
て
く
る
と
思
わ
れ

る
。

税
の
地
方
税
版
だ
。
つ
ま
り

赤
字
の
法
人
に
も
か
か
っ
て

く
る
の
で
あ
る
。
２
０
１
５

年
度
税
制
改
革
大
綱
で
は
、

中
小
法
人
に
は
外
形
標
準
課

税
を
か
け
る
と
は
書
い
て
い

な
い
が
政
府
は
「
制
度
改
正

　

こ
れ
が
導
入
さ
れ
る
と
、

給
与
所
得
者
や
年
金
生
活
者

は
大
幅
な
増
税
に
な
る
。
税

金
だ
け
で
は
な
く
、
健
康
保

険
料
や
医
療
費
の
窓
口
負
担

に
も
影
響
し
て
く
る
。
平
成

27
年
度
税
制
改
革
大
綱
に
は

出
て
い
な
い
が
、
数
年
内
に

突
然
出
て
く
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

　

こ
れ
も
「
制
度
改
正
を
通

じ
た
課
税
ベ
ー
ス
の
拡
大
等

に
よ
り
、
恒
久
財
源
を
し
っ

か
り
と
確
保
す
る
」
と
い
う

こ
と
の
具
体
的
な
内
容
で
あ

る
。

特
集 確定申告の手引き確定申告の手引き2014年分所得税2014年分所得税

富
裕
層
と
大
企
業
の
た
め
の
改
革

し
か
し
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
理
論
と
決
別

税
理
士

斎
藤　

直
樹

表　ＯＥＣＤの主要論点

税
制
改
革
大
綱
の
主
要
内
容

税
制
改
革
大
綱
の
主
要
内
容

ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
と
決
別
し
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
と
決
別
し
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

１
．
法
人
税
率
の
引
き
下
げ

１
．
法
人
税
率
の
引
き
下
げ

２
．
消
費
税

２
．
消
費
税

３
．
外
形
標
準
課
税

３
．
外
形
標
準
課
税

４
．
給
与
所
得
と
公
的
年
金
に

４
．
給
与
所
得
と
公
的
年
金
に

　

対
す
る
課
税
強
化

　

対
す
る
課
税
強
化

　

昨
年
12
月
30
日
に
与
党
税
制
調
査
会
は
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
度
税
制
改
革
大
綱
を
発

表
し
た
。
富
裕
層
と
大
企
業
の
た
め
の
改
革
と
い
う
側
面
を
強
く
持
っ
て
い
る
。
こ
の
大
綱

は
ま
た
、
法
人
税
の
税
率
の
大
幅
な
切
り
下
げ
と
、
富
裕
層
に
対
す
る
優
遇
措
置
に
つ
い
て

は
具
体
的
に
記
述
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
た
め
の
財
源
措
置
に
つ
い
て
は
極
め
て

あ
い
ま
い
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
代
替
財
源
を
庶
民
や
中
小
企
業
に
求
め
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。

　

一
方
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
は
昨
年
12
月
、
そ
れ
ま
で
固
執
し
て
い
た
ト

リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
理
論
（「
富
め
る
も
の
が
富
め
ば
、
貧
し
い
も
の
に
も
自
然
に
富
が
し
た
た

り
落
ち
る
（
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
）」
と
す
る
経
済
理
論
」）
を
捨
て
去
っ
た
こ
と
を
表
明
し

た
。

　

安
倍
政
権
の
税
制
改
革
は
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
理
論
そ
の
も
の
で
あ
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
め
ざ

す
新
し
い
方
向
と
は
真
逆
の
も
の
で
あ
る
。

１ ）大半のOECD諸国では、過去30年で富裕
層と貧困層の格差が最大になった。現在、
OECD諸国では人口の上位10％の富裕層の
所得が下位10％の貧困層の所得の9.5倍に
達している。これに対し1980年代には７倍
だった。

２ ）統計データは、格差が成長に及ぼす影響
について、ある特定の説を強く支持してい
る。所得格差は、人的資源の蓄積を阻害す
ることにより、不利な状況に置かれている
個人の教育機会を損ない、社会的流動性の
低下をもたらし、技能開発を妨げる、とい
うものである。

３ ）所得格差の趨勢的な拡大が多くのOECD
諸国において成長を押し下げていることを
示す統計データは、政策面に重要な結果を
もたらす。特に、この統計データは、政策
決定者は必ず成長促進と格差対策のトレー
ドオフ関係（一方を追及すれば他方を犠牲
にせざるを得ない関係）に対処しなければ
ならないとする見方に異を唱えるものであ
る。

確定申告　個別相談会のご案内
期　間　２月26日（木）～３月13日（金）
時間帯　相談者ごとに２時間　事前予約制です
　　　　①10時～ ②13時～ ③15時～

※ 医業以外の所得（不動産、譲渡等）がある
場合は、必ずお申し出ください。

会　場　保険医会館３階会議室　
担　当　協会医業税理士団
会　費　基本２万円

ご予約はお電話で協会（06‒6568‒7731）まで

※ 医業以外の所得や複数人数分のご相談には
別途費用が生じます。

※ 持参していただく資料については電話予約
時にお伝えします。


